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環境活動のあゆみ

環境省ガイドライン対照表

再生資源利用促進法９１

オゾン層保護法８８

地球サミット９２

環境基本法９３

容器包装リサイクル法９５

改正廃棄物処理法／
気候変動枠組条約第３回締結国会議(COP３)９７

家電リサイクル法／改正省エネ法／
地球温暖化対策推進法９８

国連人間環境会議７２

省エネ法７９

環境庁発足７１

廃棄物処理法７０

大気汚染防止法６８

公害対策基本法６７

環境基本理念・行動指針の策定

９３

天然ガス転換開始 ９５

広島ガスの取り組み 環境関連外部動向

エコオフィス活動立上げ
ノーネクタイ運動実施 ０３

家庭用ガスコージェネレーション
システム「エコウィル」販売開始

ヨハネスブルグサミット／
改正省エネ法／
土壌汚染対策法／自動車リサイクル法

０２
天然ガス転換完了

環境基本理念・行動指針の改定
環境室設置

０２

環境目標設定

環境省発足／フロン回収破壊法／
PCB廃棄物適正処理特別措置法／改正自動車NOx法０１

技術研究所竣工
０１

ISO１４００１-１９９６認証取得(備後工場) 建設リサイクル法／グリーン購入法／
循環型社会形成推進基本法／改正廃棄物処理法／
資源有効利用促進法／食品リサイクル法

００

環境報告書
(リスクマネジメントリポート)発刊 ００

中・四国初のエコ・ステーション開設
備後工場竣工

ISO１４００１-１９９６認証取得(廿日市工場)
９９

環境会計導入

ダイオキシン類特別措置法／PRTR法９９

廿日市工場竣工 ９６

広島ガス創立

１９０９

ISO１４００１-１９９６発行９６

｢環境報告ガイドライン｣
～２００８年版～

　記載項目　 We do! ２００９
掲載ページ

 １. 基本的項目：BI

 BI-１ 経営責任者の緒言

 BI-２ 報告に当たっての基本的要件

  BI-２-１ 報告の対象組織・期間・分野 

  BI-２-２ 報告対象組織の範囲と環境負荷の補捉状況

 BI-３ 事業の概要（経営指標を含む）

 BI-４ 環境報告の概要

  BI-４-１ 主要な指標等の一覧 

  BI-４-２ 事業活動における環境配慮の取組に関する目標、
   計画及び実績等の総括 

  BI-５ 事業活動のマテリアルバランス

 　 （インプット、内部循環、アウトプット）

 ２ . 環境マネジメント指標：MPI

 MP-１ 環境マネジメントの状況

  MP-１-１ 事業活動における環境配慮の方針

  MP-１-２ 環境マネジメントシステムの状況

 MP-２ 環境に関する規制の遵守状況

 MP-３ 環境会計情報

 MP-４ 環境に配慮した投融資の状況

 MP-５ サプライチェーンマネジメント等の状況

 MP-６ グリーン購入・調達の状況

 MP-７ 環境に配慮した新技術、DfE等の研究開発の状況

 MP-８ 環境に配慮した輸送に関する状況

 MP-９ 生物多様性の保全と生物資源の
　　　　  持続可能な利用の状況

 MP-１０ 環境コミュニケーションの状況

 MP-１１  環境に関する社会貢献活動の状況

 MP-１２  環境負荷低減に資する商品・サービスの状況

 ３ . オペレーション指標：OPI

 OP-１ 総エネルギー投入量及びその低減対策

 OP-２ 総物質投入量及びその低減対策 

 OP-３ 水資源投入量及びその低減対策

 OP-４ 事業エリア内で循環的利用を行っている物質量等

 OP-５ 総製品生産量又は総商品販売量

 OP-６ 温室効果ガスの排出量及びその低減対策

 OP-７ 大気汚染、生活環境に係る負荷量及び
 　　  その低減対策

 OP-８ 化学物質の排出量、移動量及びその低減対策

 OP-９ 廃棄物等総排出量、廃棄物最終処分量
　　　　　及びその低減対策

 OP-１０ 総排水量等及びその低減対策

 ４ . 環境効率指標：EEI
 環境配慮と経営との関連状況

 ５ . 社会パフォーマンス指標：SPI

 社会的取組の状況

  ① 労働安全衛生に関する情報・指標

  ② 雇用に関する情報・指標

  ③ 人権に関する情報・指標

  ④ 地域及び社会に対する貢献に
   関する情報・指標

  ⑤ 企業統治（コーポレートガバナンス）・企業倫理・
   コンプライアンス及び公正取引に関する情報・指標

  ⑥ 個人情報保護に関する情報・指標

  ⑦ 広範な消費者保護及び製品安全に関する情報・指標

  ⑧ 企業の社会的側面に関する経済的情報・指標

  ⑨ その他の社会的項目に関する情報・指標
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環境活動年表

京都議定書発効
改正地球温暖化対策推進法
京都議定書目標達成計画

０５ISO１４００１-２００４移行完了
（廿日市工場・備後工場）

「チームマイナス６％」参加

日本政策投資銀行「環境配慮型経営促進事業」
融資制度適用ー評価：「特に先進的」

０６東広島製造所竣工
水島ステーションおよび導管の竣工

広島ガステクノ（株）自動車解体
　　　　　　　　　　　　ゴミリサイクル事業開始（ASR再資源化プラント）

０４
天然ガスコージェネレーションシステム

操業開始（廿日市工場）
事業者の環境配慮活動促進法
ISO１４００１-２００４改訂０４

０５

IPCC 第４次報告０６

０９
ISO１４００１-２００４

認証取得（東広島製造所）

京都議定書第一約束期間（２００８～２０１２）
北海道洞爺湖サミット
改正 地球温暖化対策推進法
改正 省エネ法

０８

広島ガスグループ環境基本理念・
行動指針制定


